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知財法務実習（JASRAC寄付講座） 鈴木　雄一 他

Intellectual Property Law Practice 丸橋　昌太郎・岡野　匡将

2 通年(集中) 集中･不定期 （20・23カリ対象科目）法：3年

　 実習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を ・知的財産法の働く現場を訪問し、実務に触れます。また、知
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 的財産法の実務に携わる実務家の講演によって、理解を深めま

す。
⇔

経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， ・最新の情勢について理解を深め、知的財産法の社会での実態
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の に迫ります。
基礎専門知識を身につける。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問 ・企業や行政が、どのように知的財産法と関わっているのかを
題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理 掘り下げます。
解を持ち，総合的に解決していくことのできる能力を身につけ
る。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

ライフクリエイター養成コース

(4)授業の概要 　日本音楽著作権協会（JASRAC）の寄付講座として運営します。
　実習科目として多くとも15人までとなりますので、希望者多数の場合は選抜を行います。その場合、
鈴木雄一・玉井克哉・丸橋昌太郎の科目を履修中か履修済みの学生を優先します（共通教育で履修済み
の場合も含みます。）

(a)著作権実務の基礎
　松本でゲストスピーカーを呼んで、著作権実務の基礎を学びます。

(b)企業視察
外部の企業の訪問や講演、インタヴューなどによる取材、それと現場での実体験を通じた学習を行いま
す。夏休みか春休みに東京で泊まりがけの訪問実習を行います。日本音楽著作権協会（JASRAC）のほか、
ｅスポーツに力を入れている大手ゲーム会社、ＡＩを用いた大学発スタートアップ・ベンチャー、日本
コンピュータソフトウェア著作権協会（ACCS）などを訪問する予定です。時間に余裕があったら、他に
官庁や大手法律事務所、大手弁理士事務所、他の大手企業や研究所を訪問する予定です。県内のキッセ
イ薬品、宮坂酒造（「眞澄」の蔵本）などにも実績があります。

(c)グループワーク
自学自習の成果を参加者各自が発表する場とします。

(5)授業計画 　実習科目として多くとも15人までとなりますので、希望者多数の場合は選抜を行います。その場合、
鈴木雄一・玉井克哉・丸橋昌太郎の科目を履修中か履修済みの学生を優先します（共通教育で履修済み
の場合も含みます。）

１ガイダンス
２著作権の実務１
３著作権の実務２
４音楽著作権の管理実務１
５音楽著作権の管理実務２
６エンターテイメントの契約実務１
７エンターテイメントの契約実務２
８企業視察１
９企業視察２
１０企業視察３
１１企業視察４
１２企業視察５
１３グループワーク１
１４グループワーク２
１５グループワーク３

※具体的な日程は追って連絡いたします。

(6)成績評価の方
法

少人数であり実習中心の科目ですので、試験は実施しません。
上記(a)については、出席した上でレポートを書いていただきます。
上記(b)への参加は必須です。参加した上でレポート提出を求めます。

実習の目的を達したかどうかを見て、評価をつけます。



(7)成績評価の基
準

(a)、(b)、また(c)に積極的に参加したかどうかを、総合的に評価します。(a)(b)については(4)に記載し
たとおりレポートの提出を求めます。(c)については、学問的方法に従った判例研究を行い、発表してい
ただくことが条件です。

(8)事前事後学習
の内容

授業内で指示します。

(9)履修上の注意 上記のように不定期に予定が入りますので、そうした金曜日の午後は少なくとも18時20分までは空けら
れるようにしておいてください。抜けられない定期的な予定（アルバイトなど）を入れるのは不都合で
す。

(10)質問,相談へ
の対応

授業の前後に随時受け付けます。

【教科書】 特にありません。

【参考書】 授業中に指示します。


